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H15b GRB030328のプロンプト放射から afterglowへの遷移過程の観測的研究
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1997年にBeppoSax衛星が γ線バーストの afterglowを発見して以来、多数の afterglowの観測が行われてきた
が,プロンプト放射から afterglowへの遷移は明確には観測されてはいない。HETE-2衛星が観測したGRB030328
は、その約一日後に Chandra 衛星が afterglow を約一日に渡って観測刷ることに成功した。GRB030328 では
10keV以下の X線領域でのプロンプト放射は、γ 線領域と異なる振る舞いを見せる。我々は HETE-2衛星の観
測した GRB030328の最後の部分で afterglowが始まっている可能性を検討した。バーストの時間分解スペクト
ルと afterglowのスペクトルを種々のモデルについてフィッティングをした。外部衝撃波モデルでは fluxは時間
のベキ乗に比例して減光していく。そこで、バーストの最後の部分と afterglowの部分でそれぞれ求めた fluxを
afterglow の始まりの時間を t0としたベキ関数 flux = (t− t0)

αでフィットし、t0,αを求めた。また、バーストの
後半部分のスペクトルを afterglowのスペクトルと Powerlaw モデルでジョイントフィットし、それから求まった
ベキを持った、バーストの時間分解スペクトルのうちのどの部分までが受け入れることができるかを調べた。以
上のことから、HETE-2衛星が観測したバーストの最後の部分には afterglow の始まりが含まれている可能性に
ついて議論する。


